
選
繹
集

に
於
け
る
構
名
勝
行
説

の
由
漸

に
關
す

る

一
考
察

(
香

月
)

選
澤
集
に
於
け
る
構
名
勝
行
説
の

由
漸
に
關
す
る

一
考
察香

月

乗

光

選
澤
集

に
於

い
て
構
名
念
佛

は
選
澤

本
願

の
行
と
し

て
頗
る
重
覗
さ
れ
、
飴

の

一
切

の
諸
行

が
非
本
願

の
行
と
し
て
魔
捨

さ
れ
る

に
封
し

て
、
そ

の
意
義

と

便
値

と
が
強
調

さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
今

こ
こ
に
云
う
所

の
稻

名

勝

行

読

も
、
選
澤

本
願

の
行
と
し
て

の
講
名

念
佛

の
意
義

と
便
値

と
を
墾
揚
せ
ん
と
す

る
も

の
で
、
構
名
念
佛

の
功
徳
が
勝

れ
、
之

に
封
し

て
鹸
行

の
功
徳
が
す

べ
て

劣

つ
て
い
る
こ
と
を
主
張
す

る
の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
読
は
法
然
以
前

の
浮

士
教

に
あ

つ
て
は
、
嘗
て
見

ら
れ
な

か
つ
た
所

で
あ
り
、

法
然
猫
自

の
読

と
し

て
、
そ
の
教
學
を
構

成
す
る
上
に
、
極
め

て
重
要
な

一
環
を
な
す
も

の
で
あ

る
。

構
名
勝
行

の
読
は
選
揮
集

の
諸
虚

に
見
ら

れ
る
所

で
あ
る
が
、

そ

の
中
心
を

な
す
も

の
は
第

三
章
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
阿
彌
陀
佛
が
た

ゞ
構
名

念
佛

の

一
行

の
み
を
本
願

の
行
と
し
、
絵
行
を
以

て
本
願

の
行

と
さ
れ
な
か

つ
た
理

由
を
、

勝
劣
難
易

の
二
義

に
よ
つ
て
説
明
し
、

構
名
は
勝
に
し
て
易
、

飴

行
は

劣

に
し
て
難
で
あ
る
と
論
断

さ
れ
た
所

で
、
逆
修
読
法

に
も
之
と
同
檬

の
読
を

出

し
て
い
る
。
印

ち
稻
名

は
佛

の
内
謹
外
用

の

一
切

の
功
徳
を
す
べ
て
擾
蓋

し

た
萬
徳
所
麟

の
名
號

を
構

念
す

る
行

で
あ
る

か
ら
、

た

ゞ

一
部
分

の
功
徳
に
限

ら

れ
る
鹸
行

の
何
れ
に
比
し
て
も
、

勝
行

で
あ
る
と
す
る

の
で
あ

つ
て
、

そ

の

勝
行
た

る
所
以
は
名
號

が
萬
徳
所
露

で
あ
る

と
い
う
所

に
あ
る
。

一
髄
稻
名
易

行

の
読
は
龍
樹

の
十
佳
毘
婆
沙
論
以
來
、

曇
鷺
、

道
紳
等

の
既

に
唱

え
た
所

で
あ

る
が
、

こ
の
よ
う
な
構
名
勝
行

の
読
は
、

法
然
に
至

つ
て
初

め
亡
圭

張
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

選
揮
集
第

三
章

に
は
何
等
構
名
勝
行

の
文
擦

を
示
し
て

い
な

い
が
、
逆
修
読
法

(
古
本
漢

語
燈
録
第

七
)

に
は
西
方
要
決

の

「
諸
佛
顧
行
成

二
此
果
名

↓
但
能
念
レ
號
具

包
二衆

徳
↓
故

成
一天

善

一不

レ
慶
二
往

生
ご

と

い
う
文
を
掲
げ
、
更

に
無
量
壽
経
巻
下

の

「
其
有
レ
得
レ
聞
一一彼
佛
名
號
↓

轍
喜
踊
圖

乃
至

一
念
、
當
レ
知
此
人
爲
レ
得
ご
大
利

↓
則

是
具

二
足
無

上
功
徳

ご

と

云
う
文

を
要
約

し
て
出
し
て
い
る
。

法
然

の
構
名
勝
行

の
読

は
、

こ
の

二
文

か

ら
導

か
れ
た
も

の
が
あ

ろ
う
が
、

併
し
こ
れ
だ
け

で
は
名
號

が
萬
徳
所

露
で
あ

る
と

い
う
意
は
明
か
で
な

い
。

法
然
が
選
揮

集
に
偏
依

の
師

と
し

て
仰

い
だ
善

導
は
襯
経
.疏
第

三
定
善
義

に

「
自
絵
衆

行
錐
レ
名
二
是
善

↓
若

比
二
念
佛

一者
、

全
非
ご
比
校

一也
。
」
と
云

い
、
同

第
四
散
善

義
に

「
念
佛
三
昧

功
能
超
絶
、
實

非
下難
善

得
曲
爲
二
比
類

ご

と
述
べ

て
、

念
佛

が
飴

行
に
勝

れ
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
居
り
、

法
然
は
選
揮

集
第
七

章
及
び
第
十

一
章
に
之

を
引
用
し
て
い
る
が
、

併
し
こ

の
文
で
も
萬

徳
所
蹄

の

意
は
示
さ
れ
な

い
。
叉
選
揮
集

に
は
源
信

の
往
生
要
集

の
文
を
引

く
こ
と
九
ケ

所

に
及
び
、

引
用
書
と
し

て
は
善
導

の
著
書
に

つ
い
で
多

い
の
で
あ
る
。

從

つ

て
そ

の
關
係
も
深

い
の
で
あ
る
が
、
往
生
要
集

に
は
襯

念
と
構

念

と

を

並

読

し
、

観
勝
稻
劣

の
趣
意
を
明
し
て
い
る

の
で
あ

つ
て
、
選
澤

集
と
そ

の
読
を
異

に
し
、

そ

の
中
に
文
擦

を
求
め
る
こ
と
は
出
來

な

い
。

併
し
源
信
は
往
生
要
集
以
外
の
著
書
に
於

い
て
、
名
號
を
重
ん
じ
、

禰
名

の

行
を
強
調
し
て

い
る
。
印

ち
観

心
略
要
集
に
は
、

名
號

の
功
徳
は
甚
大

で
あ

つ

て
、
阿
彌
陀

の
三
字
に
三
諦
、

三
身
、

三
寳
、

三
徳
、

三
般
若
(等
の

一
切

の
法

門
を
搦
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
之

を
構
え
れ
ば
そ

の
功
徳
に
よ

つ
て
乃
ち
往
生

す
る

こ
と
が
出
來
る
と
し
、

正
修
観
記
巻
中
に
は
、

阿
彌
陀

の
三
字
は

三
諦
を

表

し
、
三
諦

に
は

一
切
法
を
搦

蓋
し
、
又
大
小
乗

の
輕
律
論
及
び
賢
聖
集
法
門
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の

一
切

の
聖
教
、

金
剛
界
、

胎
藏
界
、

蘇
悉
地
の

一
切

の
聖
衆

を
具
す

る
の
で

あ
る
か
ら
、

そ
の
名
號
を
構

え
れ
ば
、

一
切

の
聖
教

一
切

の
聖
衆
を
構
え
る

の

と
同
等

の
功
徳
が
あ
り
、

更
に
三
惑
を
破

し
て
三
身
佛

を
成
ず

る
こ
と
が
出
來

る
と
し
て
い
る
。

こ

の
名
號

に

一
切
法
を
擾
蓋
す
る
と
い
う
源
信

の
思
想

と
、

名
號

は
萬
徳

の
所

蹄
で
あ

る
と

い
う

法
然

の
見
解
と
の
間

に
は
、
關
係
が
あ
る

と
考

え
ら
れ
る
。
法
然

の
三
部
経
羅

に
名
號

の
功
徳
を
読

く
中
、

「
天

台

宗

に

は
室
假
中

の
三
諦
、

正
了
縁

の
三
義
、

法
報
慮

の
三
身
、

如
來
所
有

の
功
徳

こ

れ
を

い
で
ざ
る
が
ゆ

へ
に
、
功
徳
莫
大
な
り
と

い

へ
り
。
」

と
述

べ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
正
し
く
今

の
翻
心
略
要
集

の
読
と

一
致

し
て
居
り
、

選
揮
集

の
萬

徳
所

蹄

の
思
想
が
、
翻
心
略
要
集

に
導

か
れ

て
い
る
こ
と
を
示
す
も

の
と
見
る

こ
と

が
出
來

る
。
仁
卒
四
年
法
然

の
二
十

二
歳
の
時

に
忍
室

の
撰
し
た
観

心
往

生
論

に
も
、

阿
彌
陀

の
三
字
に
三
諦
、

三
徳
等
を
具

し
、
之
を
構
え
れ
ば
萬

徳
を
備

え
る
こ
と
を
読

い
て
居
り
、

法
然
も
之
を
學
ん
だ
も

の
と
察
せ
ら
れ
る
。

又
舜
昌

の
述
懐
鋤
に
は
源
信

の
著
作
念
佛
略
記
を
引

い
て

「
因
行
果
徳
自
利

利
他
、

内
謹
外
用
依
報
正
報
、

恒
沙
塵
歎
無
邊
法
門
、

十
方
三
世
諸
佛

功
徳
、

皆
(悉
撮
在

六
字
之
中
、
是
故
構

名
功
徳

無
壷
」

と
云
つ
て

い
る
。

こ

の
文
は
九

巻
傳
第
三
下
に
法
然

の
萬
徳

所
踊

の
読

の
文
詮

と
し
て
引
用
さ
れ
、
聖

周
も
決

疑
鋤
直
牒
第
六
に
引
用

し
て
、

法
然

の
読
と
異
ら
な

い
こ
と

を

指

摘

し

て

い

る
。
印

ち
こ

の
爾
書

は
法
然

の
読

が
、
念
佛
略
記

の
文
に
基
づ

く
こ
と
を

示
し

て
い
る

の
で
あ

る
が
、

特

に
内
護
外
用

の
功
徳
が
名
號

に
擾

在
す
る

と
い
う
黙

に
於

い
て
、
全

く

一
致
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
選
揮
集

の
構
名

勝
行
読
は
、
源
信

の
以
上

の
著
(書

に
負
う
所

の
あ
る
こ
と
を
知

る
の
で
あ

る
。

源
信

の
後

に
永
襯
が
出

て
往
生
拾
因
を
著
し
、
構
名

念
佛
を
墨
揚

し
、

そ
の

功
徳
は
深
廣

に
し

て
、
大
陀
羅
尼
や
法
華
三
昧

に
勝
過
す
る

と
し
、

そ
の
功
徳

に
よ

つ
て
三
昧
を
獲
し
、

法
身
同
燈
を
槻
じ
、

必
ず
往
生
を
得

る
と
読
き
、

特

に
名
號

に
佛

の
萬
徳

を
具

足
ず

る
こ
と
を
明
し
、
「
彌
陀

名
號

中
、
印
彼

如
來

從
二初
獲

心
一乃
至
佛

果
、
所
有

一
切

萬
行
萬
徳
、
皆

悉
具
足
無
レ
有

二歓
減

刈
非
二

唯
彌
陀

」
佛
功
徳
樋
亦
綜

二
十
方
諸
佛

功
徳
殉
以
三
一
切
如
來
不
レ
離
ご阿
字

一故
、

因
レ
此
念
佛
者
諸
佛
所
二
護

念
幻
今

此
佛
號
文
字
錐
レ
少
具
ご
足
衆
徳
↓
(
中
略
)
何

況
四
+

二
宇
功
徳
圓
融

無
藤
、

一
字

各
囁

二諸
字
功
徳
幻
阿
彌
陀
名
如
レ
是
。

無

量
不

可
思
議
功
徳
合
成
。

一
構

二南

黙
阿

彌
陀
佛

輔
帥
成
二
廣
大
無
蓋
善
根

ご

と

述

べ
て

い
る
。
永
観
は
三
論
宗

の
人
で
あ
り
、

又
眞

言
を
學

ん

だ

の

で
あ

つ

て
、

こ
の
文
中
に
阿
字

や
四
十
二
字

を
読

く
の
は
、
虞
言

の
影
響

に
よ

る
も

の

で
あ
ら
う
が
、
併
し
思
想
的
に
全
鐙
か
ら
見
て
、

源
信

の
論
を
受
け
た
も

の
で

あ
る
こ
と
が
確
か
に
認
め
ら
れ
る
。

叉
こ
れ
を
選
樫
集

第
三
章

の
構
名
勝

行
を

読
く
文
に
比
ぶ
れ
ば
、

そ
の
間

に
密
接

な
關
連

の
あ
る

こ
と
が
明
か
に
肯
か
れ

る
。
事
實
法
然
は
こ
の
文
を
見

て
い
る

の
で
あ

つ
て
、
逆
修
読
法
に
往

生
拾
因

の
読
を
批
到
し
て

い
る
こ
と
に
よ
つ
て
知

る
こ
と
が
出
來
る
。

保
延
五
年
法
然

の
七
歳

の
時
に
珍
海

の
著

し
た
菩
提
心
集
総
上

に
も

「
阿
彌
陀
佛

の
名

を
念
ず

べ
し
、
此
名
に
無
量
無
邊

の
功
徳
を
瀟

め
た
り
。

こ
れ
を

い

へ
ば
す
な

は
ち
無

量

の
功
徳
よ
ば

れ
て
わ
が
身
に
來
り
集
る
。

そ

の
時
無
始
よ
り
こ
の
か
た
の
煩

悩
悪
業
逃
去
り
ぬ
。
」

と
云
つ
て
い
る
。

珍
海
は
三
論
宗

の
入
で
あ

る

か

ら
、

印

ち
永
鶴

の
読
を
承
け
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

兎
に
角
こ
れ
が
選
澤
集

の

萬
(徳
所
麟

の
説
と
關
蓮
を
も

つ
こ
と
は
明

か
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

法
然
は
以
上
の
よ
う
な
諸
師

の
読
を

と
り
入
れ

て
名
號
が
萬
徳

所
蹄

で
あ
る

こ
と
を
明
か
に
し
、
更
に
進
ん

で
構
名
が

一
切

の
鹸

行
に
勝

れ
る
と
い
う
自
己

の
見
解
を
成
立
せ
し
め
た

の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
法
然

の
そ

の
読

は
、
選
揮
集

第

七
章
に

「
念
佛
是
本
願
行
、

諸
行
非
ご
本
願
殉
故

云
三
全
非
二
比
校

唄也
。
」
と

云

う

よ
う
に
、
穂
名
が
本
願

の
行

で
あ
る

こ
と
に
よ

つ
て
意
義
づ
け
ら
れ
、

佛
意

が
こ
め
ら
れ
て
あ

る
所
に
無
上

の
便
値
を
見
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。

選
澤
集

に
於

け
る
繕
名
勝

行
説

の
由
漸

に
關
す
る

一
考
察

(
香

月
)
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